
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

新学習指導要領 移行措置における対応について①【小学校 平成３０年度】 
平成１０年 ４月 
拝島第二小学校 小瀬和彦 

国 語（現行小学校学習指導要領による場合） 

以下の学年は、新学習指導要領の漢字配当表で指導する。 

【第４学年】 

（新しく追加 ２０字） 

茨・媛・岡・潟・岐・熊・香・佐・埼・崎・滋・鹿・縄・

井・沖・栃・奈・梨・阪・阜 

（５年→４年へ移行 ４字）賀・群・徳・富 

（６年→４年へ移行 １字）城 

【第５学年】 

（４年→５年へ移行 ２１字） 

囲・紀・喜・救・型・航・告・殺・士・史・象・賞・貯・

停・堂・得・毒・費・粉・脈・歴 

【第６学年】 

（４年→６年へ移行 ２字）胃・腸 

n 

社 会（現行小学校学習指導要領による場合） 

以下の学年は、下記の箇所を新学習指導要領で指導する。 

【第５学年】 

○「世界における我が国の国土の位置、国土の構成、領土

の範囲などを大まかに理解する」 

 →領土の範囲については、竹島や北方領土、尖閣諸島が

我が国の固有の領土であることに触れること。 

算 数（現行小学校学習指導要領による場合） 

新学習指導要領で示されている次の下線箇所は、以下の学

年で指導する。 

【第３学年及び第４学年】 

○Ｃ測定については、重さの単位のトン（t）について触れ

るとともに、接頭語[キロ（k）やミリ（m）]についても

触れるものとする。 

【第４学年】 

○面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積

の求め方を考えるとともに、面積の単位とこれまでに学

習した単位との関係を考察すること。 

理 科 

現行学習指導要領で示されている以下の下線の内容を省略

する。 

【第４学年】 

○A（３）電気の働き 光電池を使ってモーターを回すこと

などができること。（６年で学習） 

外国語活動 

【第３学年及び第４学年】 

新学習指導要領で示された下記の箇所を必ず指導する。 

○（知識及び技能）英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日

本語との違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付くこと。 

○言語活動に関する事項 

ア 聞くこと 

(ｱ) 身近で簡単な事柄に関する短い話を聞いておおよその内容を分かっ

たりする活動。 

(ｲ) 身近な人や身の回りの物に関する簡単な語句や基本的な表現を聞い

て、それらを表すイラストや写真などと結び付ける活動。 

(ｳ) 文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体で書かれた文字と結

び付ける活動。 

イ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 知り合いと簡単な挨拶を交わしたり、感謝や簡単な指示、依頼をし

て、それらに応じたりする活動。 

(ｲ) 自分のことや身の回りの物について、動作を交えながら、好みや要

求などの自分の気持ちや考えなどを伝え合う活動。 

(ｳ) 自分や相手の好み及び欲しい物などについて、簡単な質問をしたり

質問に答えたりする活動。 

ウ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身の回りの物の数や形状などについて、人前で実物やイラスト、写

真などを見せながら話す活動。 

(ｲ) 自分の好き嫌いや、欲しい物などについて、人前で実物やイラスト、

写真などを見せながら話す活動。 

(ｳ) 時刻や曜日、場所など、日常生活に関する身近で簡単な事柄につい

て、人前で実物やイラスト、写真などを見せながら、自分の考えや気

持ちなどを話す活動。 

 

【第５学年及び第６学年】 

現行学習指導要領で示されている内容に加え、新学習指導要領で示され

ている下記の箇所を必ず指導する。 

※新小学校学習指導要領の第２章 第１０節「外国語」 

○ア 音声 

次に示す事項のうち基本的な語や句、文について取り扱うこと。 

(ｱ) 現代の標準的な発音 

(ｲ) 語と語の連結による音の変化 

(ｳ) 語や句、文における基本的な強勢 

(ｴ) 文における基本的なイントネーション 

(ｵ) 文における基本的な区切り 

○イ 文字及び符号 

(ｱ) 活字体の大文字、小文字 

○エ (ｱ) 文 

e 代名詞のうち、I、you、he、she などの基本的なものを含むもの 

f 動名詞や過去形のうち、活用頻度の高い基本的なものを含むもの 

○エ (ｲ) 文構造 

a ［主語＋動詞］ 

b ［主語＋動詞＋補語］のうち、 

名詞 

主語＋be 動詞＋  代名詞 

形容詞 

c ［主語＋動詞＋目的語］のうち、 

主語＋動詞＋  名詞 

代名詞 

○言語活動に関する事項 

イ 読むこと 

(ｱ) 活字体で書かれた文字を見て、どの文字であるかやその文字が大文字

であるか小文字であるかを識別する活動。 

(ｲ) 活字体で書かれた文字を見て、その読み方を適切に発音する活動。 

(ｳ) 日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とする掲示やパンフレッ

トなどから、自分が必要とする情報を得る活動。 

(ｴ) 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を、絵本などの

中から識別する活動。 

オ 書くこと 

(ｱ) 文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の大文字、小文字を書

く活動。 

(ｲ) 相手に伝えるなどの目的を持って、身近で簡単な事柄について、音声

で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写す活動。 

(ｳ) 相手に伝えるなどの目的を持って、語と語の区切りに注意して、身近

で簡単な事柄について、音声で十分に慣れ親しんだ基本的な表現を書き

写す活動。 

(ｴ) 相手に伝えるなどの目的を持って、名前や年齢、趣味、好き嫌いなど、

自分に関する簡単な事柄について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語

句や基本的な表現を用いた例の中から言葉を選んで書く活動。 

生 活 音 楽 図画工作 家 庭 体 育 

全部または一部新学習指導要領で実施できる。 

特別の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動 

新学習指導要領で実施する。 


